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キルギス語の語頭子音kにみられる有声無声の交替について1）

大　崎　紀　子

は　じ　め　に

　キルギス語はチュルク語の方雷の一つで，東西に長く帯状に広がるチュルク語の分獅域の

ほぼ中央付近に位置し，天山山脈の北麓に国土を奮するキルギスタンを申心に，周辺のカザ

フスタン，ウズベキスタン，タジキスタン，中国薪彊ウイグル粗品区などに約26◎万人目話

者をもつ言語である。

　本稿では，キルギス語の語頭子音leをめぐる問題について論じる。キルギス認の実際の

発話を聞いていると，有声軟口蓋音の［g］，あるいは乱声口蓋垂音の［K］を語頭にもつ語が

しばしば現れる。しかしながら，キルギス語において，［g］や［幻などの子音は語頭では用

いられないと伝統的に考えられており，語頭にこれらの子音をもつのはキルギス語に固有の

語彙ではないもの，すなわち借用語に隈られるとされている。だが，実際には，キルギス語

の固有語彙であっても，語頭子音が有声の［g］や［K］で発音される場合が多く観察される。

このような場含，先行研究では無声の語頭子音kあるいはqが，先行する語の語末音の影

響により，同化によって有声化する現象だと説明されてきた。本稿では，このような先行研

究の説明に対し，単純な同化現象であると考えるのは疑問であるということを主張したい。

　以下では，キルギス語の音素と正書法の関係について簡単に整理した上で，具体的な問題

の提起とその検討に入ることにする。

1　キルギス語の音素と正書法の関係

庄垣内1992：1418，Kirchner　1998：345をもとに，キルギス語の子音の体系を示すと次の

1）本稿の内容は，2GOO年H月臓本言語学会第12圭國大会（於名古屋学院大学）で口頭発表した

　ものに加筆訂正したものである。なお，この研究は，文部科学省科学研究費捕助金基盤研究（A）

　「チ＝ルク系諸言語における接触と変容のメカニズムに関する謂査研究」（研究代表巻　林徹）に

　よる援助を受けている。キルギス語のデータに関しては，キルギスタンオシュ出身のチナーラ。

　アブディカディロワさん，ビシケク出身のアイヌーラ・ジュマグmワさん，サパルベク・オシュ

　ラフノフさんに言語コンサルタントとして協力していただいた。
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ようになる。
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　キルギスタンのキルギス語では，1940年以降キリル文字による正書法がおこなわれてい

るが，上に示した子音のすべてが文字表記の上で区別されるわけではない。例えば，c，2，

96は，もっぱらロシア語からの借用語に現れる子音であるが，このうち2は，3を表す文字

と同じ文字で表記される。

　そして，本稿で重要なのは，kとq，およびgとKが，音声的には明らかな違いがあるに

も関わらず，キリル文字による表記上は区別されないという点である。実際，「k，gはキル

ギス語の前舌母音系列の語に，q，　Bは後舌母音系列の語に現われ，　kとq，　gとgは互いに

補い合う関係にある」［庄垣内ig92：1418］ため，それぞれを文字表記上区別する必要は無

い。そこで，k，　qは一つの文字「K」で，　g，　Kは同様にfr」の文字で表記される。このこ

とは，キルギスタンのキルギス語におけるキリル文字表記の特徴の一一つとなっている。な・ぜ

ならi中国内のアラビア文字で表記されるキルギス語ではそれぞれが文字表記上も区別され

ており，また，雷語的に非常に近い闘係にあると欝われるカザフ語でも，キリル文字による

表記では，kは「K」，　qは「K」，　gは「r」，　gは「矧というそれぞれ異なる文字が与えら

れ，正書法上の区別があるからである。

　このようにキルギス語の正書法上はkとq，gとgの区別はおこなわれないものの，キル

ギス語の音素認定の上では異なる扱いが必要である。庄垣内1992では，隊，gが後香母音と

結合する多くの定着借用語が見られるので（例：kopiya「複写」，　gazeta「新聞」，いずれ

もvシァ語から），ここでは，こあ4種をそれぞれ独立した音素として認めておきたい」と

述べられている。本稿でもk，g，　q，　Bを各々区別して議論する必要があり，庄畿内1992の

考え方に従って，それぞれを独立した音素として扱いながら論を進めていくことにする。
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H　キルギス語の子音交替現象と語頭子音の交替についての従来説

　キルギス語では，語幹と接尾辞の結合部分において，さまざまな子音の交替が見られるが，

その多くは声に関する交替である。例えば，多くの接尾辞の初頭子音は，接尾辞が付く語幹

の最終子音や最終母音によって交替する。異体的には，too「山」に与格接尾辞が付くと

too－go「山に」になるのに対し，　ot「火」で19　ot－ko「火に」なるなどである。

　また，p，　k，　qで終わる語幹に母音で始まる接尾辞がっくと，語幹末の無声子音p，　k，　qは，

次の（2）に見るように，母音に挟まれた場合にのみ有声化する。（2b）のように，共鳴子

音と母音に挟まれた位置では有声化は起きない。（「彗の記号が付いたものは，それがキル

ギス語の母語話者に許容されないことを示す。）

（2）　a．kitep「本」牽一im（1人称単数所有接尾辞）＞kitebim「私の本」

　　　　　tap一「見つける」＋耀1（受動接尾辞）＞tabil一「見つけられるj

　　　　　egik「ドァ」一トーi（3人称所有接尾辞）＞egigi「そのドア」

　　　　　tik一「縫う」＋＋一il（受動接尾辞）＞tigil一「縫われるj

　　　　　ayaq「足」＋一i（3人称所有接尾辞）＞aya5i「彼の足」

　　　　　Joluq一「会う」÷一U9（相互接尾辞）＞jolUHuS一「出会う」

　　　b，qa至p「嘘」＋一望（3人称所有接尾辞）＞qalpiヂ彼の嘘」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊qalb翌

　　　　　k6rk「風景」＋一U（3人称誌面接尾辞）＞k6rkg　fその風景」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“k6rg“

　　　　　q望rq「40」÷一in6i（序数詞）＞q茎rq賑6i「4Q番目」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊qir猛i鷺6i

　　　　　qorq一「恐れる」＋一ut（使役接尾辞）＞qorqut一「恐がらせる」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊（≧orMlユt一

　p，k，　qは，　apa「母」，　eki「2」，　aq茎1「知恵」などのように，語根内では母音に挟ま

れた位置にあっても有声化するわけではない。また，岡じ閉鎖音系列の子音でも，Sはp，　k，

qと同じ条件下でも有声化は生じない。すなわち，unut一「忘れる」に受動接尾辞一ul

が接続するとunut認一「忘れられるliとなり，“unudul一”にはならない。また，　kurt「虫」

に3人称所有接尾辞が接続するとkurtu「その虫」となり，“kurdu”とはならない。この

点，同じチュルク語のトルコ語では，URutmak「忘れる」に受動接尾辞一u至が付くと

unudulmak「忘れられる」となり，　kurt「虫，狼」に3人称の所有接尾辞が付くとkurdu

「その虫，その狼」になるように，tにも，　p，　k，　qと同様に有声化が見られるのとは異な
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る2）。

　以上で述べたような語幹末子音の交替は，義務的なものであり，正書法の上にも表され

る交替である。これに対して，本稿で考察する語頭子音の有声・無声の交替現象は，義務

的なものではなく，正書法にも反映されないものである。すなわち，Imart　1981が，連声

（sandhi）の現象として紹介した次のような子音交替である（なお，以下のキルギス語の表

記において斜体字で表したものはキリル文字による正書法の表記をua・一マ字化したもの3），

正体字で表したものは音素による表記である4））。

（3）　maga　het

　　　私（与格）来る（命令）

　　　bul　kitep

　　　この　本

　　　leelesoo　k6r一一iln－6－stiu

異常な　見る一再帰一現在一2単

oog－zt

ロー3所

suluu

きれいな

ん宮：y就ん

齢がつた

皇i’9

娘

maua　gel

bul　gitep

keleso：96r登R6s登0

o：zu　ul’ 凾rl’

sulU二KiS

「私のところにおいで」

「この本」

　　　　［lmar£　1981：　8］

「君は異常に見える」

「口がゆがんで」

　　　Ilmart　1981：440］

「きれいな娘」

　　　［lmart　1981：441］

　上記の現象ついてImart　198iは，　k，　qは，（2a）に挙げたように語幹末と接辞の境界位

置において母音に挟まれた場合に有声化が起きるだけでなく，（3）のように一定の子音と

「語の外側において接することによっても有声化が起きる」5）［lmart　1981：8］と述べてい

2）　トルコ語では，p，　t，　kのほか，　G〔t∫］のような破擦音でも有満化が晃られる。

3）　キリル文字による正書法の表記からローマ字への翻字法は次の通りである。

　a・・a，　6＝b，B＝V，　r＝9，　ll＝　d，　e＝e，¢・＝yo，　＞K＝i　3＝9，　M＝i，　B・・y，　K・・k，　Jl＝1，　M＝m，　H・・n，　ff　＝＝　o，

　o・・o，θ＝・6，fドρ，　P・＝r，　c・s，　T・・t，　y＝・u，　Y＝di，　Ol　rf’x＝x，　H”o，9　＝6，　m＝・S，斑＝詑，　b＝”，bl　・i，

　　ひ　b＝，3＝θ，K）＝＝yu，　S＝　yα

4）　ただし，音素表記とするのに問題がある箇所では薮］を用いて表す音満表記を併用する場合が

　ある。

5）　‘‘sonorisation　des　memes　sourdes／P，　k／mais　au　contact　amont　ou　aval　de　voyelle　（Posi－

　tion　interv◎calique）ou　de　certaines　consonnes　a　la　juncture　ext益rieure　de　Mots．”［lmart

　圭981：　8］．

　Imartは上記のように，この現象をp，　kに共通して見られるものとして認述しているが，　Imart

　l981に挙げられた具体例は次のようなものである：taaP　al－di［taBatd壬］「彼は児つけた」

　［lmart　1981：441］。同様の現象は，　top　oyno一［toBojno］「ボール遊びをする」，　kep　ule一［keBuk］

　「雷葉を闘く」などのほか，ioh　ele［d30gele］「無かった」，　akα1α［agala］「白まだらの」など

　にも見られ（cf．　Abduldaev　l987：64），確かにp，　kに共適して見られる現象ではある。しか／



　　66　　　　　　キルギス語の語頭子音々にみられる有声無鳶の交替について

る。このようにImart　1981では，（3）のように語頭の々が有声で発音される現象は，一

般に外連声（external　sandhi）と呼ばれる現象として捉えられ，子音に関わる連声現象の

多くがそうであるように，同化作用によるものであると考えられているのである。

　また，Abduldaev　1987でも，　nで終わる語にk，　qで始まる語が後続する場合には，岡化

により語末子音nが軟口蓋音のi］になり，語頭子音kは有声のg，gに変化すると述べて，

次のような例が挙げられている［Abduldaev　l987：61］。

（4）　ttin　hir－di　tUrp　girdi
　　　夜入る一過去一e（3単）

　　　aman　kel－di　aman　ge｝di
　　　無事に　来る一過去一e（3単）

　　　ton　　ん砂一4ゼ　　　　　　　　　　　　　　tOB　giydi

　　　上着　着る一過去一e（3単）

　　　een　hal－di　eig　Kaldi’
　　　空の　残る一過去一e（3単）

　　　men　kim　meo　gim
　　　私　　誰

　　　ク伽　ん。：y　　　　　　　　　　　｝6籍Koy

　　　脇　置く（命令）

　Abdu至daev　1987にはさらに次のような例が見られ，

「夜になった」

「（彼は）無事に帰って来た」

ヂ（彼は）上着を着た」

「空になった」

　　　　　［Abduldaev　i987　：　61］

「私は誰？」

「放っておけ」

　　　　　［Abduldaev　1987　：　64］

簸以外の共鳴子音や母音との組み合

わせでもk～gの交替が見られることが分かる［Abduldaev　1987：64］。

（5）　5α呪　擁y一雨　　　　　　　　　きam　99yd“　　「蝋燭が燃えた」

　　　露頭　燃える一過去一e（3単）

　　　んα7　1eet－ti　　　　　　　　　　qar　getti　　　罫雪力弐融けた」

　　　雪　　行く一過去一e（3単）

　　　llara　krkrb’ij　　　　　　　　　qara　g　Ur611　「黒褐色」

　　　黒　　褐色

　Abduldaevは（5）のような例について「共鳴子音とkとの結合が母音間に位置するこ

x
　し，これは，語宋のp，kが後続する語の初頭の母音と一つの音節を形成して起きる有満化現象で

　あり，本文（2）に挙げた語幹末子音の交替に準じて捉えられるべき現象であって，ホ論で悶題

　にしている語頭のkの窟声無声の交替とは区別して考えなければならない。
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とによってkが有声化する現象だ」という説明をしているが［Abduldaev　i987：64］，いず

れにせよ，Imart　1981とAbduldaev　1987とは，（3）～（5）のような現象を，（2）に挙

げた語幹末子音の交替と同じように語頭子音k，qが同化によって有声化する現象だと捉え

ているという点で共通する。しかし，（3）～（5）の現象は，次節で詳しく述べるように，

実際の発音を観察した結果からは，すべて同化によるものだと単純に考えることには疑問が

ある。

　また，（2）の語幹宋子音の交替では，両辱閉鎖音のpにもkやqと同じように有声無声

の交替が見られたが，（3）～（5）のような語頭位置での交替現象では，pと，　k，　qの交替

パタンは，対照的な現れ方をする。すなわち，k～gやq～Kの交替では無声子音が有声化

するというものであったが，p～bの交替パタンは逆に有声子音が無声化するというもので

ある。

（6）　ayt‘i’p

　　　言う一副動詞

　　kaP　bar

　　　袋　　ある

ber－di－m

あげる一過去一1単

aytip　perdim　　ヂ私は言ってあげた」

kap　par 「袋がある」

　　　　［lmart　i981：453］

　これは，キルギス語が固有語彙の語頭にpをもたず，pで始まる語はpiyaz「たまねぎ」，

pil「象」，　Paxta「綿花」（ともにイラン語から），　pαydα「利益」（アラビア語から）など，

借用語に限られるとされていることと関係がある。つまり，pで始まる語の存在自体が限ら

れているから，これが有黄化するという現象が観察されることも少ないということである。

　爾唇音のpが圃有語彙の語頭に立たないことは，キルギス語に限らず，チュルク語金体

について認められる特徴である。バカス語，チュヴァシュ語など一部の方面には語頭にp

をもつものがあるが（例えば多くのチュルク語で数詞「1」はbirであるが，バカス語では

pirであるなど），これもbから発達したpであると通常考えられている［庄垣内1989：

943］。一方，本稿で問題とする軟口蓋及び軟ロ蓋後部の閉鎖音については，キルギス語をは

じめ多くのチュルク語で無声のk，qのみが語頭に立ち，対応する有声音は語頭位置に現れ

ないとされているが，アゼルバイジャン語やトルコ語など南西のチュルク語では，イラン系

雷語の影響を受けて，語頭のk，qは有声化してgやK（あるいはG）になったと需われて

いる。このように，語頭音がどのように実現するかということは，その方欝の地域性の反映

であり，それがどのような仕組みに基づくものかを知ることは，いまだ謎の多いチュルク語

の方言分布形成のプロセスを探るヒントにつながる可能控がある。

　本稿では，以上のような視点から，語頭にk，qをもつ語がキルギス語の実際の発音では

どのように現れるのかを細かく観察し，語頭におけるこれらの子音の有声無声の交替がどの

ような背景と意義をもつのかを明らかにしていきたい。
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Pt語頭子音kが表すもの

　既に述べたとおり，キルギス語の油漉語藁に限って擬えば，kは前舌母音とともに，　qは

後舌母音とともに現れ，対立することはない。キリル文字による正書法の上でもk，qの区

別はなく，同じ文字が与えられている。しかし，筆者の調査によれば，前舌母音に先行する

kと，後舌母音に先行するqの間には，正書法上同じ文字で表されていても，そのふるまい

の上で明確な差異が認められる。

　以下では，先行研究に挙げられた例を一一っ一つ確認しながら，k～gとq～gの交替に見

られるそれぞれの姓質の違いを明らかにしていく。

1　先行観心に挙げられたもの

まずは，先行研究に挙げられた語頭子音k～g及びq～Kの交替例について検討する。

1．1　k～gの交替に関するもの

　Imart　1981，　Abdttldaev　1987に挙げられた例は（3）～（5）に示したとおりである。こ

こに，前舌母音に先行するk～gの交替に関わるものだけを改めて挙げる。

（7）　maga　kel

　　　bul　kitep

　　　kelesoo　k6r－iZn－6－stiij

　　　滅η　hiγ一di

　　　aman　feel－di

　　　ton　hiy－di

　　　men　勉魏

　　　戸前　泥⑳一翻

　　　kar　ket－ti

　　　hara　ん伽δη

maKa　ge玉

bul　gitep

ke玉eso：96r紅R6s蓑rp

tgo　girdi

amalj　ge｝di

toB　giydi

me奪9玉組

Sam　gUydU

qar　getti

qara　guroo

「私のところにおいで」

「この本」

「君は異常に見える」

「夜になった」

「（彼は）無事に帰って来た」

「（彼は）上着を着た」

「私は誰？」

罫蝋燭が燃えた」

「雪が融けた」

ド黒褐色」　　　（C£（3）～（5））

　しかし，これらの先行研究において先行語の語末音の影響によって有声化すると記述され

た語頭子音kは，実際には，先行する語がなくても衡声音で発音されることが多い。（「＃」

の記号は，先行する語がない絶対語頭位置にあることを示す。）

（8）　kel－be－se　＃［g］elbese　tv　［k］elbese

　　　来る一否定一仮定一e（3単）

「彼が来ないなら」



hiteP　bar

本　　ある

k6r－bb’

見る（命令）一否定

皇im

誰

karoll　tufli

茶色　　靴

大　蠣紀子

＃［g］itep　・一・　［k］itep

＃［g］6rb6　一一　［k］6rb6

＃［g］im　一一　［k］im

「本がある」

「見るな」

雛？」

＃［g］“ro堪ufli～［k］ilroOtufli　「茶色の靴」
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　上の例でkel一「来る」では［kel］，［gel］の両方の発音が認められる。また，　leiteP「本」

は，［kitep］，［gitep］どちらの発音でもよい。このことは，（7）の語頭にkをもつすべて

の例において同様である。この隈りにおいて，語頭のkとgは対立がなく，語頭位置では

自由変異としてどちらの音も現れうるということになる。

1．2　q～ifの交替に関するもの

　王mart　1981，　Abduldaev　1987に挙げられた例のうち，　q～5の交替に関わるものだけを改

めて次に挙げる。

（9）　ooz－zt　ntysvi’k

　　suluu　々惚

　　een　hal－di’

　　メδη　koy

0：Z慧耳iyきiq

sulU：H茎S

e：rp　lfald’i

］orp　uoy

「口がゆがんで」

「きれいな娘」

「空になった」

「放っておけ」 （Cf．　（3）　（4））

　筆者の調査によれば，（9）の例は，先行する語がないときにも語頭のhが有声摩擦音で

発音される場合がまったくないわけではない。

（10）　雇y営漉

　　んig－dar

　　々αzイη惚一蕊

　　残る（命令）一2単一助詞

　　koy－ztp　koy
　　　置く一副動詞　置く（命令）

＃　［q－K］　lygiq

＃　［q　t一一・　g］　izdar

＃　［q　t一　K］　al　k’　pt’s6　1’

「ゆがんだ」

「娘たち」

「残ってくださいよ」

＃［q～K］oyup　qoy　　「置いておけ」

　しかしながら，前節で述べたk～gの交替の場合と異なり，（10）のように絶対語頭位置

でq～gの交替がみられるのはキルギス語において一般的なことではない。ほとんどの場合
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は，次に見るように，先行する語がなければ無声音のqとして現れ，有声のKで現れるこ

とはない。

（ll）　a．

b．

c．

d．

abdan　々乞9漉　　curOO

非常に面白い　質問

ん内議　　curOO

面白い質問

men　んαγ山雨伽．

私　　反対一1単

良α溺

反対

600　　　ん麓

大きな　鳥

肋5一’αy

鳥　のように

anin　koy
彼（属格）羊

koy－lor

羊　複数

abdan　［qt一一K］i’zi’q

＃［q］izi’q　＊＃［K］iz1’q

men［q～κ3　ar獣m茎n

＃［q］arssl　＊＃［K］argl’

eorp　［qt一一lf］ug

＃［q］鷲獣ay　　＊＃［9］u忌tay

ani’n　［qNes］oy

＃［q］oylor　一　＊＃［K］oylor

「非常に面白い質問」

「面白い質問」

「私は反対だ」

「反対」

「大きな鳥」

「鳥のように」

「彼の羊j

f羊たち」

　また，語頭のqとifについては，次のようなミニマル・ペアも存在する。

（12）　hαnα　qana　　「どこj　　　　gana　zana　　「だけ」

　　　hαga2　hαna　　qaKas　qana　　「紙はどこ？j

　　　hagaz　9αnα　　qauaz　Kana　　「紙だけ」

　kとgについても次のようなミニマル・ペアが存在するが，正書法上の区別は明確である

ものの，発音上は同じになってしまう場合がある。

（13）々認　　［k3Ul～［g］Ul　「灰，燃えかすj

　　　grkl　ggl　rJfEd

　以上の事実から，語頭位置におけるqとKの対立と，kとgの対立とでは，性質が異な

るものだと考えられる。このうち，kとgに関しては，（8）を見る隈りでは語頭において

対立はなく，自由変異としてどちらの音も現れうるように見える。この点について，以下で
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さらに詳しく検討する。

1．3　語頭におけるkとg

　本節では，語頭にkをもっとされる語彙について，次の①～③の三つの観点からテスト

をおこない，その現れ方を観察した。

①先行語がないとき

　既に述べたとおり，語頭にkをもっとされる多くの語彙において，語頭の子音は，先行

する語がなくても有声音で発音されることが多い。

（14）　leiJine

　　　kej6b’

　　　ん伽

　　　hOp

＃［g］ieiRe　tv　［k］i6ine

＃［g］e66：　一　［k］e66：

＃［g］ifn　一　［k］Un

＃［g］Op　・一一　［k］6p

ド少し」

酢日」

「天気，日」

「たくさん」

②先行語の語末無声子音との関係

　先行する語の語末が無声子音の場合は，通常kで現れるが，先行する語との間にポーズ

を置けば，gとする発音も許容される。（「i」の記号は，その位置にポーズが置かれること

を示す。）

（15）　　isile　　ん撹π

　　　熱い　日

　　　δα7咳ρ

　　　行く一謝動詞

leel－di－k

来る一過去一1複

i’si’ 早@［k］ttn　・’一　lsl’q　1　［g］Un

　　　　　　　　　　　「あつい日差し」

bari’吹@［k］eldik　一一　barl’p　i　［g］eldik

　　　　　　　　　　　「私たちは行って来た」

③先行語の語末阻害音との関係

　キルギス語においては，語末の有声侵害音はzに限られる。しかし，この語末のzの有声

性は極めて弱く，通常，無声化してsと発音される。語末のzが有声音として実現するのは，

後続する語の語頭に母音ないし有声子音が来たときに隈られる6）。

6）本文に記した通り，語末のzは多くの場合無声化して現れる。中には，αz「少ない1のように，

　後続語の初頭に有声音がきても語末のZが無舞音Sのままで現れるものもある。e．g．　Az　bot－SO

　da［asbolsoda］「少しあっても」



　　72　　　　　　キルギス語の語頭子音kにみられる有声無声の交替について

（16）　a．α観一s髭　　ayαl　　　　　　　aqilsi　lz］aya1　　「愚かな女」

　　　　　知恵の無い　女

　　　　　baar一一i’biz　　bar－di－k　　　　　ba＝ri’bi’［z］bardiq　「私たち皆が行った」

　　　　　皆一圭複所有　行く一過去一1複

　　　b．αki’1＿siz　　tb’δ　　　　　　　　　aq茎撤［s］t6：　　　「愚かならくだ」

　　　　　知恵の無い　らくだ

　　　　　δααγ一襲招　　δ漉一雄々　　　　　ba：rib茎［s36｝’kk’q　　ヂ私たち皆が外に出た」

　　　　　皆一1複所有　出る一過去一1複

　語末のzの後で，語頭にkがくる場合を観察すると，語末のzは有声音として現れうる。

（圭7）　　aki’1－s惚　　　　々29乞　　　aqi圭sl“　［z］　［9〕i勇i～aqils茎［s〕　［k］圭き｝～aq貧si［s］　i　［9〕圭§i

　　　知恵の無い人　　　　　　　　　　 ヂ愚かな人」

　　　∂αα冠わ衡　　　kel－di－fe

　　　皆一1複所有　来る一過去一1複

　　　　　　　　　　　　　ba：ribi’［z］　［g］eldik　tv　ba：rl’bl［s］　［k］eldik　tv　ba：rk’bi’［s］　i

　　　　　　　　　　　　　［g］eldik　　　　　　　　　　　　　　　「私たち皆が来た」

　上記①～③のテストを舵っん眠妨㍉kti一で始まる語彙約150偲について確認したところ，

一部の例外を除いて①～③のふるまいが共通して見られた。その一部の例外とは，次のよ

うな借用語である。

（18）　krovαt’　krovat　　＊grovat　　「ベッド」

　　　　　但し，kerebet　［klerebet～〔9］erebet7）　「ベッド」

　　　勉吻6　　kirpi6　　＊girpi乙　　「れんがj

　　　leino　　　　kiRO　　　　　＊giRos）　　　ギ映画」

　以上から，前舌母音に先行する語頭子音kと，これに対応する有声子音gとは，借用語

の場合を除き，語頭位置においては自由変異としてどちらの音も現れうるということが分

7）　ロシア語のkrovat’がキルギス語の音韻体系に取り入れられ，変化したのがkerebetである。ロ

　シア語そのままのhrovat’は語頭子音が有満化しないが，　leerebetでは語頭子音が有声音で発音さ

　れることが許容される。

8）　コンサルタントによれば，高奪齢魑の話餐には，kino「映画」をg漁6［gynce〕と発音する人

　もあるという。
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かった。しかし，①～③のテストの結果が示しているのはそれだけにとどまらず，語頭のk

が有声音で発音される場合は，従来説の書うように同化によって無声のkが有声化するの

ではなく，本来忍声のgがそのまま現れているにすぎないと考えるべきだというごとであ

る。そのように考えれば，①～③のふるまいが矛盾なく説明できる。

　既に述べたとおり，キルギス語本来の語彙においては，gやgは語頭に現れないと伝統的

に考えられている［胡1986：9，庄垣内1992ほ418］。実際に，Yudaxin　1965の辞書を見

ると，kやqで始まるものは7，000個を越える語彙が見出し語として収録されているのに対

し，gやifで始まる語彙は僅か250個程度しかない。しかも，そのほとんどが借用語である。

このように辞書登録の上で一方が他方の30倍近いという極端な語彙数の偏りが見られると

いう事実は，有声のgやKを語頭にもつ語が，キルギス語を含む東方のチュルク語には存

在しないという伝統的な考え方に基づくものである。しかし，伝統的に語頭には現れないと

されているgが，なぜ実際の発音には現れてくるのだろうか。次節ではこの問題について

考えてみたい。

1．4　語頭に現れるgの存在について

　上述のように，実際の発音の分析からは語頭におけるgの存在がうかがえるのだが，gは

伝統的にキルギス語の語頭には現れないとされている。これはどういう理由によるものだろ

うか。

　この問題に幽歯して，Abdu玉daev　1998に，語頭にgの音をもつ一部の借用語とその表記

の関係についてふれている記述がある。それによれば，leilem「絨毯」，　ktimbδz「円屋根の

墓」はいずれもイラン諸語からの借用語であるが，本来イラン諸語では有声のgで始まる

語であったものが，「キルギス語においてはgで始まる語が用いられなかったことから

ki至em，　kumbozと発音されたことによって文字の上でもそのようになった」のだという。

だが，同じイラン語からの借用語でもg観「花」については事情が異なり，はじめはkU圭と

発音され，そのように表記されたが，キルギス語の垣戸語彙にkabl「灰」という語があった

ため，これと区別するためにgtil「花」という表記が定着したとAbduldaevは述べている

［Abduldaev　1998：125］．

　確かに，1965年に作られたYudaxinの辞書には，　gtilという表記と勧♂という表記とが

併記されており，女時にはまだ両者の間に“ゆれ”があったことを示している。しかし，当

時から40年近く経った現代では，ktilが「灰」を，　gdilが「花」を表すという表記が定着し，

これに伴ってか，（13）でも示したように，kif1という発音が「花」を意味することはなく

なっている。だが，kilem「絨毯」，擁刀zδδ9「円屋根の墓」について言えば，　Abdu至daev

1998は上のように述べてはいるものの，現代語における実際の発音は，表記法の定着に関

わらず［g］ilem～［k］ilem，［g韓mbδz～〔k］9mb6zである。これは，借用元の言語の音

が現代まで維持されていると言うよりも，完全にキルギス語の音韻体系に取り入れられた後
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も語頭の有声音gが支障なく存在しているというべきであろう。

　ここでキルギス語以外のチュルク語に目を転じてみると，gtil「花」やkilemド絨毯」の

ほか，ktirdi6「稲」，　htibδr証入」などのイラン語からの借用語は，それぞれの方言で次の

ように現れる。

（19）　Kyrgyz

　　　Kazakh

　　　AzerbaijaR

　　　Turk圭sh

　　　Turkmen

　　　Uzbek

　　　N．　Uyghur

　　　Tatar

gdil「花」　　leilem「絨毯」

9掘　　　　　kilem

9刎　　　　　kil勿m

9薦　　　　　kilim

9観　　　　　leilim

gul　gilam
9観　　　　　gildm

g61　feeldim

肋蛾δ「稲」　　肋δδ「証人」

ん髭γ奮　　　　　　　hudi

4勿露　　　　　5αん掘

μガ郷　　　　　5ahit

認漉　　　　　　5αツα’

guran6　guvoh
9露γ撹δ　　　　　guvah6i

doge　　　　　5αん髭

　アゼルバイジャン，トルコ，トルクメン諮は通常チュルク語オグズ語群に分類され，用い

られる語彙が非オグズ語とは異なる場合が多いと言われるが［Johanson　1998：1i9］，この

ことは（19）の「稲」や「証人」などの語彙にも現れている。そして，ここで注目すべきは，

チュルク語南東グループに属するウズベク，新ウイグル語で上の借用語「花」，「絨毯」の語

頭子音が有声音で現れている点である。同じイラン語からの借胴語でも「道，通り」を表す

語は，キルギス語口δδ，カザフ語hb’Sie　lc対し，ウズベク語hoδα，新ウイグル語肋6αであ

り，また「ボウル」を表す語は，キルギス語々θs¢，カザフ語kese，ウズベク語kosα，新ウ

イグル語gαδαである。したがって，チュルク語北東グループ（キプチャクグループ）に属

するキルギス語やカザフ語で現れる語頭子音kが，南東グループのウズベク語や薪ウイグ

ル語で有声のgに規則的に対応するというわけではない。しかし，（19）に見るようにいく

つかの借用語の語頭子音では，北東グループにおいて無声のkで現れるものが南東グルー

プでは有声のgで現れるという対応が見られる。

　さらに借用語だけでなくチュルク語固有の語彙について，キルギス語などの語頭のkが，

トルコ語などの南西グループ（オグズグループ）では，gで現れる場合がかなりある。前述

のように，イラン系言語の影響によって有声化したと言われているものである。

（20）　Kyrgyz

　　　Kazakh

　　　Azerbaijan

　　　Turkish

　　　Turkmen

hel一「来る」

kel－

gal－

gel－

gel一

kerek「必要」

kereh

gar∂ん

gerek

gerek

んδ7一「見る」

kb’r－

g6r－

g6r－

g6r一

ん伽「日」

々伽

gbn

9撹η

gim



Uzbek

N．　Uyghur

Ta毛ar

kel－

kdil－

leil一

大嫡紀子

leerak

leerdk

kirak

ん0γ一

kb’r－

ledir一

feun

党伽

kb’n
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　しかしながら，本論でこれまで述べてきたように，キルギス語ではつづり字の上では

leel一「来る」，　leerek「必要」，　kδr一「見る」，　ktin「日」のように書かれるものが，実際には

［gel］，［gerek〕，［gcer］，［gyR］と発音されることが多い。（19）に示した借用語について

も，kilem職毯」，勧翔δ「稲」，擁うδ「証人」と表記されていても，実際の発音は

［gi玉em］，［gyry℃∫］，［gybce］である。このことは，チュルク語北東グループのキプチャク

語群に分類されるキルギス語の中に南西あるいは南東の要素が含まれ，それが発音の上に現

れているということを示しているのかも知れない。そしてさらに雷うならば，語頭にgを

もつ南西あるいは南東の要素が，新しい変化としてキルギス語の申に浸透してきているとい

うことなのかも知れない。三940年代に確立したキリル文字による正書法と現代語における

実際の発音を比較すると，正書法が確立した当時には語頭にgという有声音を許容しない

層の方が優勢であったと考えられるからである。

　しかし，上記の変化過程の是非を確実に検証することは難しい。ここでは，その可能性を

指摘するにとどめたい。

1．5　後舌母音に先行する語頭子音qをめぐる問題

　これまでで，語頭におけるk～gの交替が単純な同化によるものではないということは明

らかになったが，次に，語頭のq～Kの交替はどうなのかを検討する。ここでも，k～gの

交替を検証する際におこなった次の①～③の三つの観点からのテストを適用してみること

にする。

①先行する語がないとき

　前節の（1Dで示したように，語頭のqはふつう，先行する語がない場合には無声音と

して現れ，有声のKにはならない。しかし，先行語がある場合には有声化してKになる場

合がある。

　（IO）に挙げたように，先行する語がない場合にも語頭音を脊声のzとする発音が認めら

れる語もいくつかある。しかし，その数は非常に限られており，筆者が見つけたのは（10）

に挙げたものだけである。したがって，（王0）のように絶対語頭位置でq～Kの交替が兇ら

れるのはごく例外的な事｛列だと言ってよいと思う。だが，他にも岡様の例がどのくらいある

のか，また，そのような例にどのような語彙的特徴が見られるのか，ということはまだ分

かっていない。
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　②先行語の語末子音との関係

　先行する語の語末が有声子音の場合，とくにnやrpが先行語の語末にある場合には，後

続する語頭のqはKに交替しやすい。しかし，先行する語との聞にポーズを置き，一語一一

語丁寧に発音したときには，語頭のqはKに交替しにくい。

（21）　a．　abdan　hizih　curoo

　　　　　非常に面白い質問

　　　b．　men　kargi－min．

　　　　　私　　反対d単

　　　c．60η　　肱5

　　　　　大きな　鳥

　　　d．anin　　　　ko二y

　　　　　彼（属格）羊

abdaR　［lf］izi’q，　abdan　i　［q］1’zl’q，　abdan　1　＊［s］iziq

　　　　　　　　「非常に面白い質間」　（　＝（11a））

men［幻a一一n，　meR　1〔q］ar獣m砥me塁1

鷲幻ar§茎m頚　　　「私は反対だ」　　　　　（・・（11b））

60q　［u］ug，　60n　1　［q］uS，　60n　［　’［K］ug

　　　　　　　　「大きな鳥」　　　　　←（11c））

anln　［K］oy，　anin　1　［q］oy，　anin　1　“［M］oy

　　　　　　　　「彼の羊」　　　　　　（＝（11d））

③先行語の語末阻害音との関係

　語頭がqで始まる語に先行する語の語末がZである場合，先行語の語末音Zは無声化し

てsで現れる。

（22）　akil－sia

　　　知恵の無い

　　　baar－ibiz

　　　皆一王複蕨

皇oy

羊

kal－di－fe

残る一過去一1複

aqilsi’［s］　［q］oy　＊aql’lsl’［z］　［g］oy

　　　　　　　　　　　　　ヂ愚かな羊j

ba：ribi’［s］　［q］aldl’q　＊ba：ribl’［z］　［“］aldl’q

　　　　　　　　　　　　　「私たち皆が残った」

　以上の事実から，後出母音に先行する語頭子音qがKとして実現するときは，（（10）の

ように絶対語頭位置でq～gの交替が見られるような場合を除き）先行する語の語末音の影

響により無声音が有声化する同化現象であると考えられ，k～gの交替の場合とは異なると

言うことができる。

　このとき，後続する語頭子音qに影響を与える語末音とは，母音およびra，　R，　lj，　L　r，　yの

共鳴子音である。nとqについては（i1），（2i）で既に例を挙げたので，ここでは，母音と，

nとη以外の子音との組み合わせの例を挙げておく。

（23）　a．母音

　　　　　sα鰯珈一di　　勘一i’P

　　　　　顎髭一1単三一対格　剃る一副動詞

saqa1至mdi　〔9］1r茎P

　　「私のひげを剃って」

　　　　　　Cf．　＊＃［王s＝｝玄吻）
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　　　　　kim　hofe　haala－y－t？　［ktvg］im　kofe　［lf］a：layt

　　　　　誰　　コーヒー　望む一現在一3単　　　　　　雛がコーヒーをお望みですか？j

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CL＊＃［K］ailayt

　　　b．　m

　　　　　leilem　kara－p　jVi’r－6－m　［kNg］ilem　［K］arap　i“r6m

　　　　　絨毯見る一副動詞　行く一現在一1単　　　　「私は絨毯を見ています」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cf．＊＃［K］arap

　　　c．　1

　　　　　δη麗　々鶯　　　　　　　　　　　　　　bl’yl‘｝［z〕iき

　　　　　今年　冬　　　　　　　　　　　　　　　　　「今年の冬」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C£＊＃［耳］茎§

　　　　　bul　leus“　bul　［B］uS
　　　　　この鳥　　　　　　　　　　　　　　　「この鳥」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cf．＊＃［K］US

　　　d．　r

　　　　　ier　hatuu　Jer　［K］atu：
　　　　　地　かたい　　　　　　　　　　　　　　　「地面が固い」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cf．“＃［K］atu：

　　　e．　y

　　　　　aari’daツ　　　　ん。π一毎）　　　　　　　　　　　　　　a：ri（玉ay　［K］　onup

　　　　　蜂のように　飛ぶ一副動詞　　　　　　　　「蜂のように飛んでj

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cf．“＃［K］onup

　　　　　Munu　kanday　leotor－so　bol－o－t？

　　　　　これ（対格）　どう　　訳す一仮定なる一現在一3単

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　qanday　［M］otorso

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「これをどう訳せばいいですか？j

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cf．＊＃［s］otorso

　ただ，これらの母音および共鳴子音が，後続する語頭子音qに影響を与える程度には差

があるようである。興体的には，語末にgやnがあるときに後続するqが最も袴声化しや

すいということができる。

　しかし，先行する語の語末に。やRがくれば必ず語頭のqが有声化するというわけでは

ない。k～gの場合と岡じように，借用語は先行する語の有無に関わらず，有声化しない9）。

9）通常，前孟母音の前ではkが，後舌母音の繭ではqが現れるが，この規則は借用語には適用さ／
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（24）　kuur’ttl－gan　leart6sh6　［k］artOgkb　・一　［q］ar£OSk6

　　　　　　　　　　　　　　　＊　［g］　art6Sk6　＊［g］　art69k6　「罷めたジャガイモ」

　また，qで始まる疑問詞は（25a）のように有声化しにくいようであるが，（25b）のよう

に奮声化する場合もあり，qで始まる疑問詞が必ず有声化しないというわけではない。

（25）　a．　Senin　feantia　bala－o

　　　　　鴛（属格）　何人　　子供一2単相

b．　Munu　kanday
　　これ（対格）　どう

　　　　　bar．P

　　　　　ある

　　　　　　　［q］　aR6a　＊［M］　an6a

　　　　　　　　　　「君には何人子供がいますか？」

kotor－SO　　∂o卜0一孟～

訳す一仮定なる一現在一3単

　　　　　　　［q］anday　t一一　［K］anday

　　　　　　　　　　「これをどう訳せばいいですか？」

　　　　　　　　　　　　　　（C£（23c））

結 語

　以上，先行研究において同化によるものとされてきたキルギス語の語頭子音k～g，q～lf

の交替についておこなった次の二点の主張を確認しておきたい。

1）前香母音に先行する語頭子音のkは奮声のgで実現する場合があると記述されてきた

　　が，これは先行研究が書うように同化によって有声化する現象ではなく，本来的に存

　　在する語頭有声子音gがそのまま現れているにすぎないこと。この点において「キル

　　ギス語は語頭にgをもたない」という伝統的な考え方は修正されなければならない◎

2）後雷母音に先行するq～Kの交替については，おもに岡化による無声。有声の交替で

　　あること。

　ただ，キルギス語内部での方言差や語彙による違いがどの程度見られるのかということや，

また，借用語の中でも早い蒋代に導入されたアラビア語，あるいはイラン諸語からの借用語

x
　れない。固有語彙においては対立をなさないkとqが，独立した音素として扱われている理由が

　ここにある。コンサルタントによれば，肋γ’δ曲δ（ジャガイモ）の語頭子音は，年齢の高い層の

　人はqで，若い層の人はロシア語の発音に近いkで発音される傾向があるという。従って，ここ

　での例は，前論母音に先行するkの箇所で扱うべきかも知れない。
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と，新しい時代に入ったロシア語からの借用語とでは現れ：方がどの程度違うのかということ

については，今後も謁査し検討する余地がある。また，カザフ語など周辺チュルク語の情報

もあわせて検討する必要がある。
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